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1. 目的 

水質は環境省が定めている環境基準項目の pH、BOD、SS、DO などを用いて評価され、化学的評価では採

水した時点の値で評価している。一方、生物学的に水質を調査する利点には、化学的には判断できない長期的

な水質環境を知ることができること、およびそこに生息する生物を

観察することで、水の汚濁度を知ることができること等が挙げられ

る。 

 本研究では、水質環境を生物学的評価である付着珪藻を用いるこ

とによって、ラムサーム条約の登録湿地である谷津干潟最前部の三

角干潟と高瀬川の水質を評価することを目的とした。 

2. 方法 

2.1. 調査期間 

調査地点は大三角（3 地点）、小三角、高瀬川上流・下流

の計 6 地点とし、春季（2018 年 4 月 19 日）、夏季（2018

年 7 月 26 日）、秋季（2018 年 10 月 26 日）に調査を実施

した。 

2.2. 評価方法 

付着珪藻は 5cm×5cm のコドラート枠とブラシを用いて

貝や石などの表面から採取した。研究室に持ち帰ったサン

プルについて、分類・同定・計数を行い、付着珪藻群集に

基づく有機汚濁指数である DAIpo (Diatom Assemblage 

Index to Organic Water Pollution)と河川総合評価である

RPId (River Pollution Index based on DCI)を算出した。 

DAIpo＝50+((A－B)/2)  

A：その地点に出現した全ての好清水性種の相対頻度の和。 

B：その地点に出現した全ての好汚濁性種の相対頻度の和。 

RPId＝S/L 

S：縦軸とプロットされた点を結んだ線とが囲む部分の面積。 

L：調査した河川の流路延長。 

3. 結果 

3.1. 春季（4 月 19 日）の調査結果 

春季は、DAIpo より、すべての地点において汚濁階級は α-貧腐水性水域と評価された。高瀬川の RPId は 

43.4 となった。 

3.2. 夏季（7 月 26 日）の調査結果 

夏季は、DAIpo より、大三角①・②・③、小三角、高瀬川上流の 5 地点で汚濁階級は β-中貧腐水性水域と 

評価され、高瀬川下流で α-貧腐水性水域と評価された。高瀬川の RPId は 38.1 となった。 

DAIpo 汚濁階級
100-85 極貧腐水性水域
85-70 β貧腐水性水域
70-50 α貧腐水性水域
50-30 β中貧腐水性水域
30-15 α中貧腐水性水域
15-0 強腐水性水域

図 1. 谷津干潟における調査地点 6 地点 

 表 1.DAIpo と従来の汚濁階級の関係 

キーワード：付着珪藻、DAIpo、RPId、大三角、小三角、高瀬川 
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3.3. 秋季調査(10 月 26 日)の調査結果 

秋季は、DAIpo より、すべての地点において汚濁階級は α-貧腐水性水域と評価された。高瀬川の RPId は

44.2 となった。 

4. 考察 

春季から夏季にかけて、全体的に DAIpo が低

下し、水質が悪化した状態となったが、秋季には

DAIpo が上昇し、改善した状態となった。これは

夏季に赤潮が発生したことにより水質が悪化し、

汚い水を好む好汚濁性種の個体数が増加したと

考えられる。その後、赤潮の発生が解消し、水温

が低下することによって、低温を好む好清水性種

の個体数が増加し、このような傾向を示したと考

えられる。全地点において、この傾向が顕著に認

められ、春季では汚濁階級が α-貧腐水性水域と評

価され、夏季では汚濁階級はやや汚い水環境であ

る β-中腐水性水域～α-貧腐水性水域と評価され、

秋季では汚濁階級はややきれいな水環境である

α-貧腐水性水域と評価された。大三角は他の地点

よりもやや DAIpo の値が低い結果となっていた。これは、大三角は葦が多い地点もあり、水が滞留しやすい

ために汚濁が進行しており、評価が低くなったと考えられる。RPId に関しても DAIpo と同様な季節変遷を

示した。 

 

  

5. まとめ 

１) 春季の三角干潟・高瀬川は α-貧腐水性水域、高瀬川の RPId は 43.4 となり、やや清水性と評価された。 

２) 夏季の三角干潟・高瀬川は β-中貧腐水性水域～α-貧腐水性水域、高瀬川の RPId は 38.1 となり、やや汚

濁性～やや清水性と評価された。 

３) 秋季の三角干潟・高瀬川は全ての地点において α-貧腐水性水域となり、高瀬川の RPId は 44.2 となり、

やや清水性と評価された。 

４) 三角干潟および高瀬川（谷津干潟最前部）は、やや清水性の水環境と評価された。 
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表 2. 谷津干潟における各地点各季節の優占種 

図 2. 谷津干潟の調査地点 6 地点の DAIpo 値 

春季 夏季 秋季

大三角

小三角 Nitzschia paleacea

高瀬川上流 Navicula halophiloides Nitzschia paleacea

高瀬川下流 Gomphoneis heterominuta Navicula halophiloides
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